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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月15日(2019.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器によるワイヤレス通信の方法であって、
　ワイヤレス通信ネットワークのアクセスポイントと関連づけることと、ここにおいて、
前記ワイヤレス通信ネットワークは信頼できないワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）であり、
　前記アクセスポイントのエリアに進化されたパケットデータゲートウェイ（ｅＰＤＧｓ
）を提供するネットワークのリストと、関連づけられたｅＰＤＧのリストとを備えるｅＰ
ＤＧ情報を前記アクセスポイントから受信することと、
　前記ｅＰＤＧ情報に基づいてｅＰＤＧを選択することと、
を備える方法。
【請求項２】
　前記ｅＰＤＧ情報はさらにネットワークアイデンティティのリストを備える請求項１の
方法。
【請求項３】
　前記アクセスポイントと相互作用するネットワークのリストを備える認証情報を受信す
ることと、
　前記アクセスポイントに接続することと、
　前記認証情報を要求することと、
　前記ｅＰＤＧ情報を要求することと、
をさらに備える、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記ｅＰＤＧ情報はさらに前記アクセスポイントと相互作用するネットワークアイデン
ティティのリストを含む認証情報を備え、前記方法はさらに、
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　前記アクセスポイントに接続することを備える、請求項１の方法。
【請求項５】
　前記認証情報および前記ｅＰＤＧ情報はアクセスネットワーククエリプロトコル（ＡＮ
ＱＰ）要求において要求される、請求項３の方法。
【請求項６】
　前記認証情報と前記ｅＰＤＧ情報は前記アクセスポイントにより送信されたアクセスネ
ットワーククエリプロトコル（ＡＮＱＰ）エレメントにおいて受信される、請求項３の方
法。
【請求項７】
　前記ｅＰＤＧに接続することをさらに備える、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記ｅＰＤＧに前記接続することは前記ｅＰＤＧとＩＰＳｅｃトンネルを確立すること
を備える、請求項７の方法。
【請求項９】
　アクセスポイントによるワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）と関連づけることと、
　ワイヤレス通信ネットワークのアクセスポイントから、前記アクセスポイントのエリア
に進化されたパケットデータゲートウェイ（ｅＰＤＧｓ）を提供するネットワークのリス
トと、関連づけられたｅＰＤＧのリストとを備えるｅＰＤＧ情報を送信することと、ここ
において、前記ワイヤレス通信ネットワークは信頼できないワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）である、
を備える方法。
【請求項１０】
　前記ｅＰＤＧ情報はネットワークアイデンティティのリストを含む、請求項１または９
の方法。
【請求項１１】
　前記アクセスポイントで認証することができるネットワークのリストを備える認証情報
を送信することと、ここにおいて、前記認証情報と前記ｅＰＤＧ情報はアクセスネットワ
ーククエリプロトコル（ＡＮＱＰ）エレメントで送信され、
　前記ＵＥに接続することと、
　前記認証情報に関する要求を受信することと、ここにおいて、前記認証情報および前記
ｅＰＤＧ情報に関する前記要求はＡＮＱＰ要求において受信され、
　前記ｅＰＤＧ情報に関する要求を受信することと、
をさらに備える、請求項９の方法。
【請求項１２】
　前記ｅＰＤＧ情報はさらに前記アクセスポイントと相互作用するネットワークのリスト
を含む認証情報を備え、前記方法はさらに、
　前記ＵＥに接続することを備える、請求項９の方法。
【請求項１３】
　前記ワイヤレス通信ネットワークは非３ＧＰＰアクセスネットワークである、請求項１
または９の方法。
【請求項１４】
　前記非３ＧＰＰアクセスネットワークはＷＬＡＮまたは信頼できない非３ＧＰＰアクセ
スネットワークである、請求項１３の方法。
【請求項１５】
　メモリと、
　前記メモリに結合され、請求項１から１４のいずれか１項の前記方法を実行するように
構成された少なくとも１つのプロセッサと、
を備える、ワイヤレス通信に関する装置。
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